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215号

この広報誌は“ふるさとをきれ

いにする運動”を推進するために

配布しております。

平成30年７月豪雨災害
による環境被害

倉敷市環境衛生協議会真備地区協議会

昨今、地球温暖化などによる異常気象が多発し

ており、以前の常識では思いもよらない暑さや豪

雨などが全国各地で発生しています。平成30年７

月豪雨による高梁川、小田川水系の水害は、まさ

に晴天の霹靂（へきれき）で岡山の安全神話が崩

壊しました。

水害は岡山県内広範囲に及び、最も被害が大き

かった倉敷市真備町は多くのメディアで報道され

ました。住宅が水没すると、自動車、家具、衣類、

壁土等も殆ど使用不能となりました。ライフライ

ンもストップし、住宅周辺の道路は“ごみ”の山に

なって一時通行不能にもなりました。木材、鉢植

えプランター等だけでなく、石油タンク、ガスボ

ンベ等危険なものが“災害ごみ”として流れ着きまし

た。一方、運よく流れ着いたボートに乗って避難

できた人もいました。

災害直後から多くの救援物資を提供いただき、

国・県・市を始め、周辺の自治体、企業、支援団体、

個人の方々に大変感謝しています。しかし、飲物

や食料品の配給管理の不備で「食品ロス」などが

あったことが今後への課題だと感じました。

今後も「頑張ろう倉敷・真備」を合言葉に復興

を目指していきます。

倉敷市
支部

支部だより
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災害廃棄物について

美作市環境衛生協議会

平成30年７月５日から７日にかけて降り続き、

全国でも11府県に大雨特別警報が発令される事態

となった記録的な大雨は、「平成30年７月豪雨」と

命名され、河川の氾濫や土砂災害などにより各地

に甚大な被害をもたらしました。

美作市においても、３日間の累計雨量は多い所

で400㎜を超え、浸水被害は、床上・床下併せて約

150件。避難所には500名を超える方が避難されま

した。農林業の被害も大きく、土砂流入や冠水な

どで被害を受けた箇所が多数あります。また、道

路は土砂崩れ・倒木・浸水などにより、一時は30

か所を超える交通規制が敷かれました。

集中豪雨によって被災された家屋等から排出さ

れる災害廃棄物は、美作クリーンセンターへ直接

持ち込まれ、持ち込まれた災害廃棄物は約30ｔあ

災害廃棄物について

玉野市環境衛生協議会

私たち玉野市環境衛生協議会は、昨年度の豪雨災

害で玉野市内において土砂崩れによる被害はあっ

たものの、局所的な被害であったため、環境衛生

協議会として活動することはありませんでした。

しかしながら、昨今の異常気象により、いつ何時、

災害に見舞われるかわかりません。災害に見舞わ

れた際、環境衛生協議会としてどのような活動を

していけばよいのか、今のうちから考えておく必

要があります。

災害では、一度に大量かつ様々な種類の廃棄物

が発生します。この災害廃棄物を適正かつ円滑・

迅速に処理することで、市民の生活環境の保全・

公衆衛生の悪化を防ぐことができます。

では、適正かつ円滑・迅速に災害廃棄物を処理

するためにはどうすればよいのかという観点から、

りました。

また、災害時には家屋等から排出される災害廃

棄物だけでなく、ポイ捨てされたごみが河川等を

通じて下流や海へ流出する恐れもあることから、

今後も美作市環境衛生協議会の活動として、巡回

パトロールを継続し、ごみのないまちづくりに取

組んでいきたいと思います。

当協議会として、今年度は『水島エコワークス株

式会社』を視察訪問し、災害廃棄物処理のブース

を見学することとしています。

視察を通して、実際の災害廃棄物を目の当たり

にし、災害時に我々がしなければならない役割を、

会員一人一人が自覚し、いざという時に実行でき

るよう、準備を進めていきたいと思っています。

勝英
支部

岡山
支部
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次世代を育てる環境学習

御南学区環境衛生協議会

岡山市御南学区は、中央部を笹ヶ瀬川が流れ、農

業用水路が網の目のように巡る、水環境の豊かな

地域です。

かつては、農業用水で風呂，洗濯などの生活用

水を賄い、農機具や農産物の運搬に川船で用水路

を往来する、水辺を大切にする暮らしをしていた

地域が、都市化の進行と共に水田が消え、住民の

環境保全の意識も低下したことで、用水路にはご

みが浮かび、笹ヶ瀬川は、雑木・雑草が生い茂り、

不法投棄が絶えない場所となっていました。

この状況の打開に、平成７年から中学生を主体

にした笹ヶ瀬川の清掃活動を開始し、平成12年か

らは小学３年生の秋に川船で用水路を巡る「舟ゆ

うさん」を通して水辺環境を体験する、２つの環

境学習を学校と協働し今日まで取り組んでいます。

また、平成26年からは環境美化等推進モデル地

区の指定を受け、花いっぱい運動を推進する中で、

笹ヶ瀬川の河川敷を整地して花を植える事業にも

着手し、笹ヶ瀬川の河川敷を住民の憩いの場にす

るべく取り組んでいます。

今日、海洋のプラスチック汚染が深刻な問題と

なっていますが、当学区においては、次世代を担

う子どもたちに水辺の環境保全の大変さと大切さ

を体験させ、住民の努力で美しくなった水辺環境

を見せる環境学習を通して、不法投棄の無い美し

い町づくりを進めて行きます。

岡山市
支部

総社市環境衛生推進協議会

平成30年７月豪雨により倉敷支部の総社市でも

甚大な被害が発生しました。浸水で発生した大量

の災害ごみは、大半が分別されずに混合廃棄物と

して仮置場などに搬入されました。

この混合廃棄物を適正に処理するため、倉敷市

水島にある二次仮置場で、大規模な機械と多数の

人により現在も破砕・選別作業が行われています。

平常時は廃棄物の処理に必要な体制が整備され、環

境衛生の確保ができていますが、災害時には円滑

な処理が行えず、環境衛生の確保ができなくなる

という経験をしました。

廃棄物の適正な処理による循環と共生をより一

層推進するためには、災害時の体制を整えておく

ことが必要であると考えます。そのためには、行

政は災害時の仮置場の受入体制等を早期に用意し、

住民は災害時のごみの搬入方法を認識しておく必

要があります。

協議会としては、日頃の環境衛生に関する普及

啓発だけでなく、災害時の体制についても普及啓

発をしていくことが安定的な循環と共生につなが

ると考えています。

循環と共生
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スマホから

簡単に

登録できるよ !

©岡山県「ももっち」

真庭環境衛生協議会では、地域美化活動、不法投棄対策、ごみ減量化、クールチョイスなど様々な活動

に取り組んでいます。

当協議会は、特にマイバッグの推進に力を入れてきました。地域の店舗や

イベント等でのマイバッグの配布や、オリジナル啓発チラシ・ポスターを地

域の店舗やイベント会場に掲示するなどの地道な活動です。協力の輪は少し

ずつ広がり、久世地区だけでなく真庭全体の環境衛生協議会や、真庭商工会

にもポスターの掲示にご協力いただけるようになりました。

来年度からレジ袋の有料化を義務づける方針が国から示されており、真庭

環境衛生協議会ではレジ袋有料化に備え、市民のみなさんからデザインを募

集しオリジナルマイバッグを作成する企画を進めています。この募集をきっ

かけにレジ袋削減の意識を高めていただき、自分もマイバッグを使いたいと

思っていただくことがねらいです。マイバッグ利用者が更に増えることを目

指して、今後も啓発活動に取り組んでいきます。

☆メール配信サービスを活用しよう☆

県では、大気汚染物質であるPM2.5（微小粒子状物質）やオキシダントに

ついて、一定以上の濃度になると注意喚起や注意報等の発令を行っています。

注意喚起などが出た場合は、できるだけ屋外での活動を控えるなど、健康

被害がないように各自で気をつけましょう。

冬になると、ビルや家庭での暖房などにより燃料の使用量が増加し、

気象条件の影響等により、大気汚染物質濃度が高くなる傾向があります。

暖房等の適切な使用、エコドライブやアイドリングストップなど、身

近にできるところから取り組みましょう。

提言箱

お買い物はマイバッグ持参で！ 真庭市久世地区環境衛生協議会

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

12月は大気汚染防止推進月間です！
岡山県環境文化部環境管理課

【オキシダント注意報等】 【PM2.5注意喚起】
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家庭からはじめる災害廃棄物対策

岡山県環境文化部循環型社会推進課

近年、全国では地震や洪水などが頻発し、そのたびに大量の災害廃棄物が発生し、被災地の復旧・

復興の妨げとなっているほか、処理に多額の費用と多くの労力が費やされています。

災害廃棄物対策は、市町村が主体で行っていますが、家庭でも次のような取組ができます。

【平常時から】

・家具や家電製品は、転倒防止器具や固定するなどして

破損を防ぎましょう。

・物置、倉庫などに眠っている不要なものをリユースや

リサイクルすることで、災害廃棄物になるものを減ら

しましょう。

【災害時には】

・市町村がお知らせする方法に従って、災害廃棄物の排出や分別を行いましょう。
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令和元年度の定例総会を５月14日に「ピュアリティまきび」で開催しました。

来賓として、牛場雅己環境省中国四国地方環境事務所長、佐藤兼郎副知事、小寺弘城環境文化部次長を

迎え、盛大に開催されました。平成30年度事業実績・決算、令和元年度事業計画・予算、役員の選任につ

いて審議し、承認されました。

また、議事に先立ち、環境衛生改善活動に多大の功績があった団体、個人に対し、表彰状及び記念品の

贈呈を行いました。

岡山県知事表彰

◆環境衛生改善事業功労・団体

◦岡山市立横井小学校児童会（岡山市） ◦新田町内会（岡山市）

◦中の里町内会（岡山市）

◆環境衛生改善事業功労・個人

曽我　勝晴（玉野市） 藤原　勝利（玉野市） 森安　　創（岡山市） 太田　雅敏（岡山市） 岡本　　茂（岡山市）

宇野　忠彦（岡山市） 三宅　　昇（岡山市） 小野　　貢（倉敷市） 吉田　暘平（倉敷市） 德森　勝造（高梁市）

直原　美雪（倉敷市） 鈴木　邦彦 （倉敷市） 江見　喜徳（美作市） 北山　政士（鏡野町）

◆清掃事業功労

八田　　勉（岡山市） 森岡　輝行（倉敷市） 桒田　和行（笠岡市） 西岡　道一（倉敷市） 高橋　泰三（井原市）

岡山県環境文化部長表彰

◆環境衛生改善事業功労・団体

◦いばら de eco る課!!（井原市）

◆環境衛生改善事業功労・個人

藤原　　定（玉野市） 畑田　康夫（玉野市） 永間　正昭（玉野市） 松井　健治（吉備中央町） 宮本　保夫（吉備中央町）

三宅　宅三（玉野市） 平川二美子（新見市） 中村　榮子（倉敷市） 山本　秀樹（倉敷市） 土井　義宏（井原市）

井上　洋子（倉敷市） 小野　利公（里庄町） 横溝　賢市（倉敷市） 瀬島　矢一（真庭市） 岡阪　孝信（美作市）

◆清掃事業功労

岩田　勝志（岡山市） 早瀬　隆博（岡山市） 山形　正人（岡山市） 山本　和人（岡山市） 楠木　正行（岡山市）

中本　　勝（倉敷市） 白神　　正（倉敷市） 金本　　護（倉敷市） 平松　吉孝（倉敷市） 荒岡　正伸（井原市）

小見山敬吏（笠岡市） 大森　唯史（高梁市）

岡山県環境衛生協会長表彰

◆環境衛生改善優良地区

◦吉川地域づくりの会（岡　山） ◦大和町一丁目町内会（岡山市）

◦山上町内会（岡山市） ◦半田町元町町内会（岡山市）

◦ミオスタイル津高店（岡山市） ◦浅越山根町内会（岡山市）

◦数之瀬町内会（高　梁） ◦城北Heroes野球スポーツ少年団（高梁）

◦土居東さくら会（津　山）

◆環境衛生改善地区育成功労

和氣　　勝（岡　山） 久山　雅生（岡山市） 二宮万太郎（岡山市） 雪本　卓司（岡山市） 川田　倫義（岡山市）

岡崎　　忍（岡山市） 光田　邦雄（岡山市） 池田　太郎（岡山市） 林　　満博（岡山市） 石田　七雄（倉敷市）

出口喜久夫（倉敷市） 板谷佐津子（倉敷市） 川野こさと（倉敷市） 柴田　泰三（倉敷市） 佐々木道子（倉敷市）

土井　義宏（井　笠） 青木　弘行（井　笠） 亀岡　礼子（井　笠） 大山　正志（津　山） 岡田　康則（津　山）

森　　建二（津　山） 重松　正起（津　山） 岡本　正 （津　山） 西村　　清（津　山） 海老原誠二（津　山）

稲岡　俊幸（津　山） 牧野　壽子（津　山） 河本　啓二（津　山） 光島　昭一（津　山） 難波　正元（津　山）

綱嶋　　勝（津　山） 杉本　親美（津　山） 桑井　久志（津　山）

◆清掃業務従事功労

難波　義徳（東　備） 新谷　修司（倉敷市） 近藤　直樹（倉敷市） 古賀　一幸（井　笠） 西井　照悦 （井笠）

重見　　仁（井　笠） 平田　泰久（井　笠） 岡田鉄太郎（勝　英） 皆木　　潤（勝　英）

  令和元年度 定例総会を開催
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■ 新しく選出された役員の紹介

 理　事

笠原　金剛（井　笠） 柴田　雅司（岡　山） 野田　健一（倉　敷） 垰　　俊二（新　見）

副会長  福井　孝子（岡山市） 石田　七雄（倉敷市） 平川二美子（新　見）

熊澤　義郎（岡　山） 今中　慶一（岡山市） 藤原　勝稔（倉敷市） 澤山　祥子（真　庭）

室田　　勉（岡山市） 二宮万太郎（岡山市） 鈴木　邦彦（倉敷市） 河野　益充（真　庭）

延堂　俊輔（東　備） 横田　　徹（岡山市） 守屋　　章（倉敷市） 小椋　邦子（津　山）

守屋　新一（倉敷市） 森安　　創（岡山市） 山本　光夫（倉敷市） 村上　重夫（津　山）

髙山　康晴（津　山） 久山　雅生（岡山市） 石井　悦子（倉敷市） 岩本　硬司（勝　英）

岡阪　孝信（勝　英） 澤井　　博（岡山市） 高木　早苗（井　笠） 監　事

 熊代　　勉（岡山市） 藤原　清和（井　笠） 松井　健治（岡　山）

 更谷　暢久（東　備） 山口　利弘（高　梁） 大本　正治（新　見）

 勘藤　倫子（倉　敷） 德森　勝造（高　梁） 治郎丸　勲（勝　英）

会　長

■ 専門委員会の活動報告

環境保全委員会では、今年度の役員研修会の開催内容について議論しました。今年度は災害廃棄物

の仮置場の視察を行うことになりました。多くの県協会理事にご参加いただき、有意義な研修にした

いと思います。

環境保全委員
委員長　石井　悦子　副委員長　守屋　　章
委　員　森安　　創　久山　雅生　更谷　暢久　山口　利弘　垰　　俊二

リサイクル推進委員会では、マイバッグの普及啓発について議論しました。県内全域でのマイバッ

グ配布を実施することとなりました。

リサイクル推進委員

委員長　小椋　邦子　副委員長　横田　徹
委　員　柴田　雅司　今中　慶一　勘藤　倫子　野田　健一　平川二美子　

澤山　祥子

広報委員会では、機関誌「環境のひろば」の第215号の発行について議論しました。平成30年７

月豪雨や昨今の災害を踏まえ、災害廃棄物に関する記事を掲載することとなりました。

各支部等が執筆した機関誌「環境のひろば」第215号の原稿の確認を行いました。

広 報 委 員
委員長　藤原　勝稔　副委員長　福井　孝子
委　員　二宮万太郎　熊代　　勉　山本　光夫　高木　早苗　河野　益充

総務委員会では、会長・副会長の選出方法について議論しました。

総 務 委 員
委員長　藤原　清和　副委員長　德森　勝造
委　員　澤井　　博　石田　七雄　鈴木　邦彦　村上　重夫　岩本　硬司

第１回環境保全委員会　令和元年８月23日（金）13：00〜14：30

第１回リサイクル推進委員会　令和元年８月23日（金）15：00〜16：30

第１回広報委員会　令和元年８月26日（月）13：00〜14：30

第２回広報委員会　令和元年10月１日（火）13：30〜15：00

第１回総務委員会　令和元年８月26日（月）　15：00〜16：30
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 環 境 の ひ ろ ば 第215号　令和元年10月

岡山県環境衛生協会事務局（岡山県環境文化部循環型社会推進課内）

岡山県岡山市北区内山下２-４-６

ＴＥＬ .０８６-２２６-７３０７　ＦＡＸ .０８６-２２４-２２７１

お問合せ先

わたしたちは環境関連事業を通して

　　　社会の持続的発展に貢献します

ＴＥＬ０８６-２９８-２１２２

ＦＡＸ０８６-２９８-２４９６

・廃棄物処理処分事業

・環境活動推進事業

・環境調査事業

・公共施設等管理運営事業

広報委員
委 員 長　藤原　勝稔　　副委員長　福井　孝子

委 　 員　二宮万太郎　熊代　勉　山本　光夫　高木　早苗　河野　益充

昨年の岡山県全域に被害をもたらした災害を振り返り、今回215号の支部だよりは「災害廃棄物」をテー

マとして、編集作業を行いました。思い出したくない惨状ですが、次にあの規模の災害が起こり、大量の

災害ごみが発生したときに、いかに機敏に、より効果的に対応できるのかを考えておかなければなりません。

また、近年話題に上がる「海洋汚染」、「食品ロス」等を含め、私たちの生活環境には多くの諸問題があ

りますが、［ポイ捨てしない・ペットの糞の始末・マイバッグ持参・ごみの減量化・花の植栽］など身近に

できることも多くあります。出来ることから少しずつ、出来なくても考えることから始めてみませんか。

広報委員長　藤原　勝稔

編集後記

新規賛助会員の募集

当協会の活動は、賛助会員の皆様による支援金により成り立っています。

地域に根ざした活動を引き続き行っていくため、当協会では、ご支援いただける個人・

団体を募集しています。地元で行われている清掃活動や不法投棄防止運動、マイバッグ推

進運動等へのご支援をお願いします。１口１万２千円で、１口から入会できます。

賛助会員の環境衛生に関する取組・活動紹介　№１

賛助会員：山陽薬品株式会社（昭和43年度入会）

事業内容：農薬や防疫薬剤の製造、販売や衛生害虫防除等

山陽薬品㈱は、岡山市が推進している「グリーンカンパニー活動」に参加し、

事業活動による環境への負荷を低減するための自主的・積極的な取組を行って

います。具体的には、段ボール等梱包材の再生につながる適正な使用、空調や

照明の省エネ型製品への取り替え及び再生紙やリサイクルトナーなど再生品の

使用等を実践しています。

また、各社員が空き時間に事業場周辺の清掃を行っている他、３ヶ月に１度、

全社員による清掃を実施し、環境美化に努めています。

●今後も賛助会員の紹介記事を掲載予定としています。紹介した取組・活動を参考にしていただき、一人でも多くの方に取り入れていただけれ

ば幸いです。


